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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

本研究の目的は、細胞骨格の一つである微小管のフィラメント構造を利用して、生化学的に特性を改変することで様々な導電性ナノワイヤを製作し評価することである。得られたナノワイヤを用いて半導体デバイスなどへの応用を目指す。本研究では、特に微小管の再構築と生化学的手法による導電性の制御手法を検討する。また、得られた導電性微小管をマイクロマシニングで製作したプローブにより操作し、電気的・機械的特性の評価をおこなうことでデバイスへの応用の可能性を示すことを目標とした。
2006～2007年度は、微小管フィラメント準備のためのチューブリン精製系の立ち上げ、チューブリンへの蛍光分子の付加、ビオチン分子の付加、その後の重合について検討をした。また、ビオチン化した微小管への導電性粒子の付加とその特性評価をおこなった。チューブリンと金ナノ粒子にそれぞれテトラメチルローダミンとAlexa488を導入しておくことで、チューブリンの改変とそれによるアビジン化金ナノ粒子の付加について確認した。また、得られた金ナノ粒子の配列にさらに酸化還元により金を析出させることで、ナノワイヤの肥大化を試みた。
微小管ナノワイヤの評価方法として、ガラス状にパターニングした金電極を用いた四端子法を適用した。金ナノ粒子を付加した微小管、付加していない微小管、金ナノ粒子のみについて評価をおこなった。いずれも１フィラメントレベルでの評価には至らなかったが、それぞれ金ナノ粒子や微小管の存在下では導電率の上昇が確認できた。今後は、肥大化したナノワイヤの１フィラメントレベルでの操作法や評価法について検討を進める。
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	欧文概要　ＥＺ

The purpose of this research is to develop a conductive nanowire using protein template, microtubules. It is a well-known cytoskeleton such as actin and can be modified by the succinimidyl esters. Therefore, our goal is to utilize microtubules as a template to align gold nanoparticles and to enhance its conductivity by adding additional gold particles on them.
We have prepared tubulin, rhodamine labeled tubulin, biotinylated tubulin for polymerization, which will realize partially biotinylated microtubules at different ratio. Such modified microtubules were examined by avidin-biotin binding on a coverslip, and coated with avidin-coated gold nanoparticles. Their conductivities were also measured by four point probes resulting in good IV characteristics depending on their biotinylation ratio. Further studies will be conducted on microtubules in single filament level.
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